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 野生型または DNAM-1 遺伝子欠損マウス
に化学癌誘発剤（メチルコラントレン：MCA）
25 を皮下に単回投与し、繊維芽肉腫の形成を




 野生型または DNAM-1 遺伝子欠損マウス
に MCA とは異なる化学癌誘発剤（DMBA）
単独 400μｇを単回投与し、パピローマの形






DNAM-1 リガンドである CD155 または










マウスでは、MCA 投与後 300 日後で約 40%
のマウスが生存しているのに対し、DNAM-1
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